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１．　はじめに──ディアスポラの概念
E. Wharton（１８６２–１９３７）が Henry James
（１８４３–１９１６）に教えを請うたという話しはみな
の知るところである。H. Jamesは，E. Wharton
に，単に小説の書き方を教えたというだけでな
く，H. Jamesの生きる営みを通して価値観を共
有し，生涯の友となる人々（モートン・フラト
ン１）を含む）を紹介するなど，Whartonの人間
関係の輪を膨らませることにもつなげてくれる
のである。JamesとWhartonの生き方には共通
項がある。それは一生を一ケ所で暮らすことは
なく，あたかも旅をするがごとく，大西洋をた
びたび横断し，アメリカからヨーロッパを彷徨
うわけではなく，何かを追い求めている。作家
として自分を生かせる場としての環境を求め，
アイデンティティを探すがごとく，主体的に場
を変えていった。これはいわば，ユダヤ人のコ
ンセプトにある‘ディアスポラ’の生き方に似
たものがある。定住することなく，国に居なが
らも帰属しない，国籍離脱者を望んでいるかの
ごとくである。この作家の求めるものは何で
あったのか。精神の抑圧者から離れ逃れアイデ
ンティティの行方を求めようとしたのではない
かともとれる。言語も場所を変えれば意味が
変ってくるように，作家の本質的な精神には，
自由発想の場として，そのような新しい知識を
読み込み，transnational identity追求者として，
あるいは，cosmopolitanとしての生き方がそこ
にあったのかもしれないと思うからである。
　Jamesは，「近代心理主義リアリズムとして意
識の流れを著し，２０世紀の小説の基礎となる，
革新的小説技法を作り上げる」２）。しかし H. 
Jamesのまなざしには，アメリカ社会にもヨー
ロッパ社会にも根を下ろすことのないルートレ
ス，いわゆるディアスポラの心情が見てとれる。
そして，H. Jamesの作品，中篇 Daisy Miler
（１８７９）や The Portrait of a Lady（１８８１）に代表
されるように，主人公は，どちらもアメリカ娘
のプロトタイプとして描かれる。前者の作品の
ように，物語終わりに敗者として消え行く運命
の者もある。当時，モティーフとして登場する
自由奔放で無垢なアメリカ娘が，後者の作品の
ように，最終的に ladyとなり，一段精神的高み
にいる人間となることもまれではない。つまり
教養や文化度を高め，自己の人生をより豊かな
ものにしたいと，文化爛熟したヨーロッパに出
向き，自発的に行動を始め，精神性を上昇させ
るが，その成熟社会に拒否され，結果としてそ
の責任をとるというひとつのパタンを示すこと
が引き合いに出される。
　James自身，１９１５年２８歳の時，イギリスに帰
化するのだが，自らを時には社会のalienと見立
てたり，outsider，傍観者としての立場は変らな
い。つまり，アメリカ人でもなく，ヨーロッパ
人でもない自分を傍観者として，ひとつのコ
ミュニティの中で，ある種，触媒としての役目
を果たし，客観的まなざしを向ける。
　この論文においては，上記のような James の
ディアスポラ的視座に魅了され，彼に小説技法
を学びながら，創作意欲にかられた E. Wharton
の，作家としての有り様とその作品の関係性を
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探りたいと思う。Jamesと同じようなコスモポ
リタン的精神性を重ね合わせながら，E. 
Whartonがアメリカからイギリス，フランスに
移り住んだ。傍観者的視座に立ち，作家として
の活躍の場を，アメリカからヨーロッパ諸国を
転々とする，彼女のディアスポラ的視座を検証
する。今回は，ウォートン作品としては異質だ
とみなされる中期の作品，Ethan Frome３）を取
り上げ，その内容との関連から，ウォートン自
身のディアスポラとしての要素を検証する。
２． The Mountの存在
　ウォートンの育ち方は，知的家庭環境にあり，
経済的にも恵まれていた。ウォートンの母方の
実家，ジョーンズ家は，多くの資産家がそうで
あったように，ニューポートの家で夏を過ご
し，１８６６年から１８７２年には，ヨーロッパに移動
滞在した。この間，彼女の感性は，アメリカと
は異なる文化の影響を受けたと思われる。アメ
リカに帰国してから，彼女は父の書斎で読書を
慰めとした。その読書での知識欲が，再びヨー
ロッパへ彼女をいざなうことになる４）。以後ア
メリカとの二重生活が始まり，ウォートンのフ
ランスでの滞在は，年齢を経るごとに長くなり，
そして実人生最後はフランスで終えることにな
る。
　それまでに彼女の望む人生の営みは，何を基
軸としていたのか，考察したいと思う。
　彼女がボストンから４時間も山側に入ったレ
ノックスの別荘を購入したのは，彼女の鋭い感
性から，精神的癒しを望んでいたからであった
ろう。しかし，当時の high societyは，一方で
は，大抵 Newportに人気があった。しかし次第
にその Newportが彼女にとって耐えられない場
所になってくる。いわば衝動的に，ウォートン
は，夫，下僕たち，犬を引き連れ，レノックス
に移る。そして家を建てるのである。レノック
スは当時，文学的著名人の集まる場所でもあっ
た５）。彼女が The House of Mirth（１９０５）を執筆
した頃，ニューイングランドの田舎，レノック
スのMountになじんだようだ。時間の許す限り
ここで過ごしたいとした。それは彼女自身が描
いた An Autobiography, 回顧録 A Backward 
Glance（１９３３）にウォートンが次のように明記
していることで分かる。
　Personaly I should have preferred to live 
al the year round at the Mount, but my 
husband’s fondness for society, and his dis-
like of the New England winter cold, made 
this impossible; and a few years later, when 
he found even the climate of New York too 
trying, we decided to spend al our winters 
abroad.（A Backward Glance p. １４３）
　彼女自身できれば，出来るだけ永く過ごした
い場所であってもそれができない理由があった。
それは，ウォートンの夫，Teddyの病気がこの
ニューイングランドの気候を拒んだのである。　
執筆活動のためには，the Mountは，ウォート
ンにとって最適の場所であったといわれる。
ウォートンとしては，かなりの忍耐を要した。
R. W. B. Lewisの自叙伝 A Biography: Edith 
Wharton（１９７５）にも彼女が，「最も美しい厳し
いニューイングランドの景色…湖，原っぱ，
森，丘…」と記していて，彼女の Mountは，故
郷にも匹敵する場所である。離れがたいこの思
いが結実し，１９１１年の作品，Ethan Fromeを書
きあげることになる。彼女の想像力を掻き立て
るモティーフとなる事件を彼女は耳にしたので
ある６）。
３．　イーサンはニューイングランド人
　この厳しい気候風土というのは，一つには
ニューイングランド気質を模っている。この風
土が，『イーサン・フローム』のイーサンとい
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う特徴的主人公を登場させたともいえる。質実
剛健で，厳しい職業倫理の持ち主へと導いた
ピューリタニズムの影響が色濃く残る。先祖伝
来の強く自信に満ち，実際的な行動に秀でてい
る人たちは，すべてにおいて倹約家が多く，伝
統を尊重し，ポジティブな意味で言えば，経済
活動へプラスに働いたこともある。富を得るこ
とにどん欲であれば，資本主義に適した生き方
にむしろ順応したかもしれないが，それほどの
器用さを持たない主人公イーサンは，富には程
遠く，商業主義には適さない人物である。倹約
家の行き過ぎは，経済においてのみのことでは
ない。言葉においても体現される。ちょっとし
た発言もそっけないと思われたり，表現が豊か
ではなく，感情が他者に伝わりにくいというこ
ともあったとされる。このニューイングランド
人の寡黙で口下手については，『イーサン・フ
ローム』の序の中で，ウォートンが次のように
表している。
The real merit of my construction seems 
to me to lie in a minor detail. I had to find 
means to bring my tragedy, in a way at 
once natural and picture-making, to the 
knowledge of its narrator. I might have sat 
him down before a vilage gossip who 
would have poured out the whole affair to 
him in a breath, but in doing this I should 
have been false to two essential elements 
of my picture: first, the deep-rooted reti-
cence and inarticulateness of the people I 
was trying to draw, and secondly, the effect 
of “roundness”（in a plastic sense）pro-
duced by leting their case be seen through 
eyes as different as those of Harmon Gow 
and Mrs. Ned Hale. （E. F., pp. xi–xii ）
　ウォートンは作品の構想に細部を利点と考て
いて，このニューイングランドの人々の持つ寡
黙さと口下手という点をまず第一に挙げている。
また，その時代の社会変化である交通手段を比
較させる材料として乗り物である馬車が，次の
場面と繋いでゆく。御者のハーモン・ガウは市
街電車が通る以前に，ベッツブリッジからス
タークフィールドへ行く駅馬車の御者をしてい
た人物である。町の歴史の証人でもある。主人
公イーサンはこの町の一人の生きた伝説を体現
する者であると同時に，町の静寂を表象する人
物である。
　物語の語りは，連絡駅にある大きな発電所関
連の仕事のため，この近くに滞在する羽目に
なった第三者の男によるものである。１９０２年，
作者ウォートンの購入した the Mountには，す
でに電気の灯りがともされたと言われる。当時
としては，灯油が普通であり，電気は珍しい時
代である。実際は，レノックスの大通りに１８８６
年に灯りがついたとされている７）。イーサンの
事故があったのは，ウォートン執筆の２４年前と
なっていて，雪で覆われた町の静けさが，この
地方の the deadness of the community（E. F. p. 
５）と，表現しており，この地区のニューイング
ランドの冬の冷厳さを増幅し，静けさと死を連
想させている。それは，語り手の ‘the profound 
accumulated cold of many Starkfield winters’
（E.F. p. ８）（たくさんの冬の，深い蓄積された寒
さ）という表現にも現れている。
　主人公イーサンのその町の人々への信頼は受
けている。仕事振りからも想像できるように，
彼は農機具や電気器具の修理などうまいと定評
がある。また，その土地のイーサンを取り巻く
女性たちについて言えば，料理や食料の保存が
できるのが当たり前というのが，ニューイング
ランド人の特徴として物語の前提でもある。
マックス・ウェーバーの『プロテスタンティズ
ムの倫理と資本主義の精神』には，ピューリタ
ンの伝統は，「禁欲的生活態度にあらゆる方面で
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働き者」だとしていて，「時間を無駄にするのは
悪いことだから，それは怠惰という悪に繋がる」
と考えられている。こうした環境下で，イーサ
ンは信頼されるに足る実力も努力も実を結ばな
い。こうしたニューイングランドの生活の暗い
面ばかりが強調され，そこに住む人たちの怒り
を込めた否定的評価を受けた，ウォートンの次
の作品である，Summer（１９１７）では，ニュー
イングランドと，ニューポートの high society
について，ウォートンは痛烈に皮肉っているた
め，地元では不評をかうのである。ウォートン
としては，女性誌で稼ぐ女性作家たちによる甘
い描写を批判しながら，「N.ホーソーンの方が
自分よりもっと手ひどくニューイングランド気
質の偽善性，残忍さ，腐敗を突いているのに，
自分を非難するとは，」と逆襲しているようであ
る８）。カルヴィン主義の予定説からすれば，恩
寵も選ばれた者のみに与えられ，その感謝の気
持ちを信仰を通し，厳格な倫理的道徳生活を送
ることによって表さなければならない。これら，
ニューイングランドの精神風土は長い時間をか
け，気候風土とないまぜになり，独特の精神文
化を染め上げている。
　このような空気の中にある，Mountに滞在
中，ウォートンが見聞きした事件は，まさに
ウォートンの作家としての感性に響くもので
あった。
４． Ethan Fromeの投影
　作者ウォートンは，すでにその時代の工学の
粋を集められた自動車なるものを所有していた。
ドライブというしゃれた遊びも堪能していた。
ところが八月の一日を８０マイル走った後に車は
壊れてしまう９）。現代のような快適なドライブで
はなかったことは想像できるが，車が壊れたこ
とで，ある新しいホテルで過ごすことになる
ウォートンは，宿泊したホテルの美に対するセ
ンスのなさを嘆いている。彼女の美に対する感
覚は，すぐれていて，The Decoration of Houses
（１８９７）にも著しているように，家の内装や庭の
作り方は，ウォートン自身生涯の関心事である。
そのような美的感性は，おそらくウォートンの
周辺の生活環境に生涯大きく関わってくる。
　しかし今再び，本題に戻り，主人公イーサン
という人物に焦点を当てたい。
　イーサンは，貧しく，製材所と農業を職とし
ているという設定である。これは父親から譲ら
れたもので本来彼のやりたかった仕事ではない。
彼の本当にやりたかったことは，次の語り手と
イーサンの会話で説明することが出来る。
　Only once and twice was the distance 
between us bridged for a moment; and the 
glimpse thus gained confirmed my desire 
to know more. Once I happened to speak 
of an engineering job I had been on the pre-
vious year in Florida, and of the contrast 
between the winter landscape about us and 
that in which I had found myself the year 
before; and to my surprise Frome said 
suddenly: “Yes: I was down there once, and 
for a good while afterward I could cal up 
the sight of it in winter. But it’s al snowed 
under.”
　He said no more, and I had to guess the 
rest from the inflection of his voice and his 
sharp relapse into silence.
　Another day, on geting into my train at 
the Flats, I missed a　volume of popular 
science—I think it was on some recent dis-
coveries in biochemistry—which I had car-
ried with me to read on the way. I thought 
no more about it til I got into the sleigh 
again that evening, and saw the book in 
Frome’s hand.
　“I found it after you were gone,” he said.
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I put the volume into my pocket and we 
dropped back into our usual silence but as 
we began to crawl up the long hil from 
Corbury Flats to the Starkfield ridge I 
became aware in the dusk that he had 
turned his face to mine.
　“There are things in that book that I 
didn’t know the first word about,” he said.
　“I wondered less at his words than at the 
queer note of resentment in his voice. He 
was evidently surprised and slightly 
aggrieved at his own ignorance. 
　“Does that sort of thing interest you?” I 
asked.
“It used to.”
“There are one or two rather new things 
in the book: there have been some big 
strides lately in that particular line of 
research.” I waited a moment for an answer 
that did not come; then I said: “If you’d like 
to look the book through I’d be glad to 
leave it with you.”
　He hesitated, and I had the impression 
that he felt himself about to yield to a steal-
ing tide of inertia; then, “Thank you—I’l 
take it,” he answered shortly.（E. F., pp. ８–
９）
　初めて，イーサンと他者との距離が近づいた
場面である。ここでイーサンの知的関心が明確
になる。この土地に他者が入り込むことにより，
主人公の閉鎖されていた心に風穴が開くのであ
る。「最近の生化学の分野の発見」に興味がある
とは知らず，それに関する本を，乗せてもらっ
たイーサンの橇に語り手が置き忘れていたこと
により，イーサンは知的好奇心を掻き立てられ，
結局借りることにする。それは，その本の中に
知らない言葉があり，そのような自分に対する
憤りを感じ，自分の無知に苦しんでいるのだ。
　そしてイーサンのこの暗い挫折の生き様を支
える心情に，次の場面がある。
　… .Four or five years earlier he had 
taken a year’s course at a technological col-
lege at Worcester, and dabbled in the labo-
ratory with a friendly professor of physics; 
and the images supplied by that experience 
stil cropped up, at unexpected moments, 
through the totaly different associations of 
thought in which he had since been living. 
His father’s death, and the misfortunes fol-
lowing it, had put a premature end to 
Ethan’s studies; but though they had not 
gone far enough to be of much practical 
use they had fed his fancy and made him 
aware of huge cloudy meanings behind the 
daily face of things.（E. F., p. １３）
　彼の父親の死がその後の生活の支えを失くし
たことは，ウォートン自身を投影する。ウォー
トンの場合，父の死は母の死よりも精神的支え
を失くした深い悲しみをも示唆するものである。
ここで，イーサンの救いは次のことがらである。
ウースターの工業大学で受けた学問のおかげで，
そのときの教授との人間関係がうまくいってい
たことを心の糧として示してもいるし，その回
想が，彼自身の日々の慰めとなっていることで
ある。研究は未熟のままで終わってはいるが，
「空想を養い，人間生活の背後にある漠然とした
意味に気づく」という彼の生きるかすかな喜び
への指標は，この後主人公イーサンの倫理性に
深く感化するものでもあり，絶望にまで導かな
いひとつの光に通じるものである。
　これらの前提を踏まえ，物語は読者の予想外
の興味深い展開へと進められることになる。
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５．　マティとズィーナとイーサン
　主人公イーサンがマティを知るようになっ
て，生活の張りを見出したのは，そんなに長い
時間はかからなかった。マティ・シルバーは妻
の方の親戚である。頭痛持ちの妻ズィーナの家
事の助けとなる人物として所望されたというこ
とになってはいるが，マティはそれほど家事が
できるわけではない。不服だらけのズィーナに
対して，イーサンは希望に満ちた‘命’を体言
するこの娘に，幸福感を見出す。彼の「未完の
ままの研究」 ‘unfinished studies’という言葉が
再び出てくるのは，途中止めになっていた自分
の知的好奇心を，理解する感性の共有者をイー
サンが探し続けているからであろう。妻ズィー
ナは自分が看病される身であることを強調し，
看病してくれるマティが，いずれ結婚してこの
家を出て行くだろうということだけを気にして
いる。行く宛てのないマティを心配しているわ
けではない。この現実をイーサンは分かってい
るが，肯定したくない自分を意識する。イーサ
ンはマティがデニス・イーディと踊っている様
子を遠くから眺め，不器用な自分を腹立たしく
思っている。しかしその自分の心を押し隠し，
地域の教会行事からマティが仲間から離れて，
イーサンを頼って戻ってくるのを確認したイー
サンは，安堵の喜びを味わう。ここでマティの
気持ちが明らかにされ，イーサンは共に閉じ込
められた世界からの解放を夢見るのである。
　イーサンにとって，ズィーナが初めから憂鬱
の種であったわけではない。母親が病気になっ
てからというものは，唯一賢い働き手で，家事
一切をまかなう有能な理解者であった。母親が
亡くなる時も大きな力となり，イーサンは，彼
女の助けを必要とし，孤独からの恐怖を救った
人物でもあったのだ。その時，イーサンはこの
農場と製材所を売り払って，運試しを考えたこ
ともあった。イーサンは賢い妻ズィーナに少な
からず野望を持った。しかし結婚して一年と経
たないうちに，ズィーナは病気がちになり，愚
痴っぽくなり，病気の一覧表を知り尽くすほど
に変わり果てた。互いに沈黙が多くなる。妻は
薬と言う薬を買い込み，その支払いにイーサン
は苦しむことにもなる。
　一方イーサンは，ある日，妻が病気を治すた
めに外出することで，心の解放感を味わうこと
になるが，この二人にとって晴れやかな時間に，
ズィーナの大切にしている皿を割るという失態
をする。この事件で，更にイーサンとマティー
の共感は高みに上ってゆく。これは通俗的な男
女の三角関係を物語るものではない。ズィーナ
が一日，別の町医者のところに出かけたからと
いって，彼女はイーサンとマティーの関係を疑
うわけではない。マティーが家事のできないこ
とで，ズィーナは不満を持ち，彼女を一生面倒
を見るとは，約束していないのも確かである。
従って，いずれはマティーが結婚でもして，家
を出てくれることを望んでいるのである。それ
が早い時期であるようにズィーナは望んでいる
が，イーサンはそれをよしとしない。マティに
は，行くところがない。マティは帰るべきふる
さともなく居場所はない。このマティこそが，
作者ウォートンの故郷喪失感を体言するもので
もある。これらの環境変化はたちまち次の展開
をみせる決定的な事件へと変ってゆく。
　ズィーナが一日いなかったときに壊したピク
ルス皿を，イーサンが元の場所から隠すように
奥にいれておいたものを，薬を探しにいった
ズィーナ自身が見つけてしまったのだ。このこ
とで，ズィーナの怒りは益々高まり，マティー
を家から追い出すことを早めることになる。
　マティの代わりに準備された女の子と入れ替
えに，マティーは６時の列車に追い出されると
いう，ズィーナの計画は実行に移される。いよ
いよイーサンは追い詰められる。マティーが追
い出されることは，イーサンの希望の明かりが
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消えてしまうことでもある。咄嗟に頼みの綱で
あるアンドルー・ヘイルへ金銭的援助を求めに
行こうとするが，イーサンのプライドは，自分
を縛る家から，そしてその地域から，飛び出す
勇気を再び押さえ込むほど強いのである。家に
帰り，それぞれの思いの中で，マティー，
ズィーナと食事を取る。雇い人にマティーを送
らせることを拒み，イーサンは自分でマティー
を送ってゆくと，ズィーナに強く断言する。駅
に送る途中，二人はこれまでの思い出を語り合
う。列車出発まで二人で過ごせる時間を引き延
ばそうとするイーサンとマティーの感情には，
ふと最後の儀式にでもするような衝動が起こる。
６．　マティーとの現実
　二人はそばにあった橇に載ることに決める。
コーベリー・ロードの丘の頂から，二人は意を
決して橇で滑り降りる。途中で上り坂にはなる
が，すぐにまた下り坂である。そこで大きな楡
の木がこの二人の運命を決定付ける。
The big tree loomed bigger and closer, 
and as they bore down on it he thought: 
“It’s waiting for us: it seems to know.” But 
suddenly his wife’s face, with twisted mon-
strous lineaments, thrust itself between 
him and his goal, and he made an instinc-
tive movement to brush it aside. The sled 
swerved in response, but he righted it 
again, kept it straight, and drove down on 
the black projecting mass. There was a last 
instant when the air shot past him like mil-
lions of fiery wires; and then the elm… 
（E. F. pp. ６９–７０）
　マティーと現実認識は，自滅へと舵が切られ
た。払いのけたい現実は，怪獣のような形相を
した妻，ズィーナの存在同様，この楡の木のよ
うに堅く強くイーサンとマティーの共同作業を
持ってしても，振り払うことはできないのであ
る。itが示す楡の木は，二人を別世界へ運ぶ指
標となるものであったはずだが，それはイーサ
ンの誤算なのである。その暗闇の中に妻ズィー
ナの捩れた形相を見て，イーサンは本能的に払
いのけようとするが，出来ないのだ。
７．　ディアスポラの状態
　これがイーサンとマティーのその後の悲劇で
ある。劇中劇はここで終る。この最後の逆転劇
は，語り手の旅人が，再びイーサンの台所を訪
問した時に明らかにされることとなる。この地
域で一番の病気持ちと言われていたイーサンの
妻，ズィーナが，あの若く，溌剌として妻の世
話をするはずであったマティーを，今，介護し
ているのである。イーサンは，物語の最初の記
述に戻ることになる。彼の額は，赤い大きな傷
跡を示し，右脇は短く歪み，馬車から郵便局窓
口まで，片方の足を引きずりながら進む。物語
り最初のイーサンの身体状態が何故そのようで
あるか，読者にここで納得させる。逆転する人
生劇を物語り，イーサンは以前より厳しい煉獄
の深みに嵌っている。
　行くところのない根無し草のマティーは，生
きていることさえ奇跡だった。体は動かず，ま
なざしは，魔女のような視線（‘witch-like stare’）
なのである。脊椎損傷によくある症状の，自分
ひとりでは生きていけないマティにとって，皮
肉にもズィーナという介護されたくない人間に
介護されることになる。フローム家に留まらざ
るを得ない現実を強要される。マティの望まな
い居場所であってもそうせざるを得ない。どこ
にも属さない，属するところがないマティの居
場所は，帰還する所もなく，安心して住む場所
もなく，こうして一生迫害を受けるユダヤ人の
ように，ディアスポラとして生きることになる。
　マティーはまさにディアスポラの究極的体現
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者として，ウォートン自身を投影するものでは
ないだろうか。
８．　お　わ　り　に
　この『イーサン・フローム』の作品におい
て，ウォートンは個人的には心の葛藤を持って
いた時代だと思われる。夏はマウントで，それ
以外はフランスでという二重生活にあって，夫
の精神病は酷くなるという状況下であった。マ
ティーの無垢で未熟な女性として描かれるのは，
まさに無垢な若いアメリカ女性の典型でもあり，
成熟するまでには至らない過程を示しつつ，結
局は破滅に至った典型として読み取れる。
ウォートンの描いたこのアメリカ女性の特徴は，
最初述べたように，H.ジェームズの著す若いア
メリカ女性に指標を求めているようである。
ウォートンの原風景は，オールド・ニューヨー
クであると思われるのだが，それは，むしろ
ヨーロッパのそれに近く，アメリカからイギリ
スやフランスにどうしても足が向く彼女にとっ
て，帰属する場所，帰還する安定した場所は，
結局アメリカではなかったのではないかと推察
される。また，この『イーサン・フローム』で
は，作家ウォートンの当時の精神状態の投影と
も読み解くことが出来る。マティーと共に別世
界に飛び出したい，主人公イーサンにも，帰属
する確固たる場を持たないウォートン自身のエ
コーとして，ディアスポラ的コンセプトでの精
神性を持つことを，小説テーマの要素から読み
取れるように思われる。
注
１）　H. Jamesからの紹介。アメリカ人ジャーナリス
ト，ロンドンタイムズ誌のパリ特派員。E.ウォー
トンは「彼はインテリだが，少しミステリアス」
と意味深長な言い回しをしている。（Edith 
Wharton: A Biography, Fromm International 
Publishing Corporation New York, １９８５）R. W. B. 
Lewis p. １８３.
 ２） H. Jamesの革新的小説技法については，『総説
アメリカ文学史』大橋健三郎他，研究社に詳しい
説明がある。
 ３） Ethan Frome（１９１１）（W. W. Norton & Company. 
New York, London, １９９５）を基本テキストとして
使用。この後は，作品引用は括弧内にE. F.と頁数
を示す。下線は全て筆者のものである。
 ４） 当時のフランスはベルエポック時代で，華やか
さと同時に安定感があったと，辻本庸子氏も述べ
ている。『イーディス・ウォートンの世界』p. ２９
５） A Biography: Edith Wharton （R. W. B. Lewis, 
Harpers & Row, N. Y. １９８５）N. Hawthorneは少し
の間，The House of the Seven Gables（１８５１）を執
筆中，ここで，Tanglewoodと言う名前を見つけ，
そのまま物語集をその名に宛てた。また，H. 
Melvileとの記念すべき出会いもここである。
 ６） Ethan Frome（A Norton Critical Edition, W. W. 
Norton & Company. N. Y.）の序で，作者ウォート
ンがそのことを述べている。
 ７） Ethan Frome（Norton Critical Edition, W. W. 
Norton Company. N. Y. １９９５）p. ５ の注で説明がさ
れている。
 ８） A Backward Glance（E. Wharton, Charles 
Scribners’ Sons, N. Y. １９６４）p. ２９３–２９４.
９） ibid, P. １３６に１９０３年には車はみなかったが金持
のおもちゃとして現れ始めたことが記されている。
その後ウォートンも調達できた。
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